
 

Exposé-パート 2 

 

ドン・ラフォ最近刑務所にいたビッグ・エディ＆フレンズ 
 

ドンラフォは私たちの刑務所のサブカルチャーについて説明しこの世界

の日常のクレイジーで記憶に残る状況のほとんどをリアリティコミック

として説明しています。刑務所とクラッカーに関する「わずかに」異な

る視点はヒーローのキャラクターと「ドンラッフォ」の物語によって与

えられます。それらは適切な場所に心を持つ単純な同情的な耳です。交

通違反税の問題未払いの慰謝料司法上の誤りおよび単にすべてのがらく

たを台無しにすることは毎日すべての人に影響を与えます。そしてこれ

までのところ完全に未経験の市民は彼らが完全に異なる世界にいること

を認識しており状況を最大限に活用することを余儀なくされています。

マフィアの構造グループ強盗など。ドン・ラフォキングジョージキッチ

ンボスの著者として私はこれに影響を受け囚人と召使のコントラストや

矛盾や懸念の類似性を真にユーモラスに描写するすべての物語を書き留

めました。何も無視されたりつやが出たりすることはなく実際にヒーロ

ーそのものと呼ばれる状況では比類のない状況ユーモアが機能します。

ドンラッフォの経験はUカストディの刑務所シーズン1刑期シーズン2屋

外監護シーズン3の実話です。ドンラフォのほぼすべてのヒーローの目

標は生き残りあらゆる意味で自分に最適なことをすることです。絶対数

1はもちろんドン・ラフォ自身です。私たちは皆ドンラフォの何かを持

っているので誰もがすぐにドンラフォを認識します。ほぼすべてのヒー

ローはもちろん無実でありもちろん外の生命の億万長者です。標準的な

文言は「私は完全に異なっていて食べるお金があります。あなたは私の

ためにタバコを持っていますか？」完全に異なるヒーローがいます。ド

ン・ラフォは人生で間違いを犯さずすべてを一緒にやるユーモアのない

完璧な人であってはなりません。それ以外の人にとっては単なる「単な

る」漫画以上のものです。 
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